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平成31年２月10日(第913号) 自動車会議所ニュース

本自動車会議所は2018年12月17日、東京・港
区の日本自動車会館「くるまプラザ」会議室

で第254回会員研修会を開催し、三菱UFJリサーチ
＆コンサルティング㈱コンサルティング事業本部チ
ーフアドバイザーの松島憲之氏が「自動車産業にお
ける稼ぐ力のレベルアップとESGの考え方」と題
して講演した。参加者は約70名。
　松島氏は、「いま、経営において非常に重要なの
がESG（環境・社会・ガバナンス）の考え方。例え
ば、自動車産業は環境問題に対していろいろと対応
しなければならない業種であり、生き残りのために
はより感応度を高めていかなければならない」と話
し、自動車業界の現況などを説明しながら、ESG投
資が注目される背景や動向、課題などについて話し
今後の自動車産業を展望した。
【講演のポイント】
⑴　ESGが注目される背景
・企業価値を生む源泉が有形資産から人材やブラン

ドなどの無形資産（非財務情報）にシフト
・長期投資志向が進む中で企業の持続可能なビジネス

モデルが求められるが非財務情報による説明が必要
・社会的課題の解決が持続的成長に必要になる
⑵　GとESは性格が異なる
・長期投資家は、ESGの個別要素を単独で評価する

のではなく、ビジネスモデルの持続性や戦略の実
現性可能性にESGがどのような影響を与えるかに
関心を寄せる。

・資本生産性（収益）を気にせずESGのみを語るだ
けの企業には投資はしない。

・ESGは相互作用を持つ１つのパッケージだが、①

企業の持続可能性に関連するESと、②企業価値
を高める前提となる規律としてのGとは、性質や
タイムホライズンが異なる。ESへの対応やレベ
ルアップの鍵はＧの強化が握っている。

⑶　自動車産業に対して投資家がESG投資の観点か
ら重要視する点

・自動車産業には100年ぶりの大波が押し寄せてい
る。未来は自動走行で樹脂製の電気自動車が主力
になるが、これらに使用される新技術は従来の延
長線上ではなく、非連続イノベーションから生ま
れる点に注意が必要だ。

・自動走行では走行状況を瞬時に判断し学習する
AIチップや高速通信技術、電気自動車では長時
間使用可能なバッテリー、新素材では加工性の高
い軽量で強い新しい樹脂の開発が重要になる。今
後は、このような非連続イノベーションを確保す
るための買収や提携などが急速に進み、自動車産
業の収益構造は大きく変化する。自動運転では、
他業種のトッププレーヤーが新規参入してきた
が、これらの新規参入企業が一気にパワーバラン
スを覆す可能性もある。

・投資家がESGの観点から重要視する点は、①経営
者が企業の持続可能性を意識しているか、②その
ためにガバナンスを強化しているか、③未来のク
ルマで環境に貢献して社会を良い方向へ導くとい
う企業理念を持ちながら収益構造改革を行い新し
い価値創造プロセスを構築できるか、④その具体
的な戦略やビジネスモデルを投資家や従業員や取
引先などのステークホルダーにしっかりと説明で
きるかなどである。

日

第254回 会員研修会開催 

松島憲之氏が講演三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱
チーフアドバイザー

自動車産業における
稼ぐ力のレベルアップとESGの考え方


